
ベテラン⑩綾部/草加選手組インプ
レッ号、悪踏の第3戦ACI<を制す

Bクラスは参戦3年目の@増村

/吉田選手組が全日本戦初優勝

全日本ラリ ー選手権も第3戦rACKスプリ

ングラ リー」 を迎え、本格的なクeラベノレステ

ージへ突入した。今回も阿蘇レーシンクシfー

クでのSSを含む阿蘇の麓を巡るふたつのステ

ージが用意されたが、当日の阿蘇は46mとい

う記鍋句な最大瞬間風速を?ークしたIH'の

大荒れのコンデイション。しかしオフィシヤ

ノレの献身的な協力により、アクシデントもな

しラリ ーは無事、滞りなく開催されること

となった。

まず第lステージ、 Cクラスをリードした

のはクラス 3年目の併庁井制ム/中国省吾選

手組インプレッサ。レーシングパークでの3

本のSSを2位、l位、 4位と こなし、 幸先の

よいスター トを切った@新井選手組は、最初

のナイトステージ、に入ってもハイアベレージ

のラリ ー区聞を最+i成点に留めるなど好調き

を車街寺、 SS5でも 2番手に 5秒差をつけるタ

イムを叩き出し、首位で折り返す。

第2ステージに入ると 15秒差で2位につけ

ていた@綾部美i載量/草加浩平選手組インプ

レツサがペースアップする力主⑧新井選手組

も負けじと脂紘この日 4度目のハイアベ区

間でも最'J'I成長自己主主して、再び1ゅのアド

バンテージ。しかしCクラス初優勝を目前と

した@新都墾手組のイ ンプレッサは残す戸別董

かとなったSS8て二エンジ、ンが水をH及ってス

トップし、致制勺なタイム

ロス。これで@綾部選手組

が首位に浮上、第2ステー

ジ.を最小t成点に抑え切って、

今季初優勝を飾った。なお

2位lこは窃耕幸彦/大溝

敏夫選手組インプレッサが

入賞し、ポイントリーダー

の座を守り通している。

Bクラスは地元丸刈|勢の

一角⑬吉武正博/山北研

二j撃手組マーチRがレーシ

ング/{l.ークでのSSで大差を

つけ、第1ステージをトッ
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プで折り返したが、コンディションが悪化し

た第2ステージに入る と徐々に後i塁。 2番手

集団を形成していた@田口幸宏/藤田 浩 選

手組、@鎌閏豊/脇坂豊組の上位ランカーも

タイムが伸び悩む中、 ss、ラリー区間ともソ

ツなくまとめてきた③増キれ享/吉田和広選手

組ミ ラージ‘ュがステージ、中盤て‘トップlこ立つ。

「スタピライザーを補強したことがコーナリ
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グJレープ4 ミラージユ 1425 
パックアルミラージュ 1429
ALEX.CMSC ミラージュ 1440 
CMSCファルケン ミラージュ 1448
クローハー-.NRS マーチR 1451 

日
ク
ラ
ス
。
左
か

b
2位
福
村
幸
刷
べ
/
横

山
再
建
優
勝
増
村

4
4自
和
広
、

3

GABアヤベインプレ yサ 1238
キャロッセインプレ yサ 1253
パルボリン三葺ランサー 1254
C-QNE SPORT セリカ 1315 
フアルケノ インプレッザSTl1337 
ラック 名古量スバルイノプレッサ 1358

C
ク
ラ
ス
。
左
か
り
2
位
大
湾
敏
夫
(
代

理
)
/
桜
芥
幸
彦
、
優
勝
綾
部
漢
書
雄
/
市

野
崎

3
位
/
岡
季
徹
の
奇
警
T
.

5-5035] 

-Bクラス
25 相古乳告宙帯広
1. 慣出奇色々 酎守幸剣

J 28 原口丸信田制:
4 29 田口幸~臨時-
5 30 韓国量/脇坂量

18 吉武正博/山4凶舟同一

.cクラス

1 岨睡却費埠島々惜部
2 55 桜井幸草/丸欄快:
3 53 拒坤唱ι々司本舗
4 砧石商臨む骨田茂
5 51 西尾雄主部/山口頭子
6 39 掛図随意/井戸国政事

とても苦しいラリーだったお依然ポイントリーダ-1.ニ。
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手に20秒差をつけてリ ード。「まだヴィヴィオ

てタイムの出せる走りができていない」と言

いながらも、第2ステージも圧倒的なタイム

差で走り切り、昨年のマーチRでのBクラス

に続き、 2年連続でACKを制した。
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「全日本に上がった年も 3古t， ACKはゲンのいいラリーだと思っていた」相せ/吉田選手書週が3年目にして定期的全日本噌捌葺肱
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開麗醤圏

ングて生きた」という③増村選手組はその後

もコンスタントに走りきり、猛追してきた⑬

横山武治/樹、博則選手組ミラージ、ュを 3秒

差で振り切って、嬉しい全日本戦初勝利を飾

った。

閉幕から 2連勝を飾った粟津原豊選手が同

日開催の全日本ダートトライアノレ選手権の主

催に回り欠場、ミラとヴィヴィオの一騎討ち

となったAクラスは地元九州の喧珊雅広/秋

竹誠之選手組ウ‘ィヴィオがサーキットssでス

ピンを喫したものの、第 lステージから 2番

スター卜前までは持った天気もラリーが始まると暗転・ ・・ 。


